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スタッフとのコミュ
ニケーションを大切
にチーム力を磨く。

東北中央病院糖尿病内科部長（山形県）

岡村將史先生
おかむら・まさし　2001年東北大学医学部卒業。
岩手県立宮古病院、東京大学先端科学技術研究
センター、東北大学病院などを経て、18年東北中
央病院代謝内分泌内科・部長、19年から現職。

P R O F I L E

患者さんをはじめ、地域の医療機関、チーム内の
コミュニケーションを大切にしています。

毎週末の
ウォーキングが楽しみ
スポーツが好きな岡村先生で
すが、「学生時代にゴルフを
やっていましたが、今はもっぱ
ら週末のウォーキングです。
山形市に引っ越してきたこと
がきっかけで、街の様子を知
ることができ健康にもよいの
でずっと続けています。朝暗
いうちから３ｋｍほどを30～40
分かけて歩いています」。道
すがら目にとまったシーンを撮
るのも楽しみの１つだそうです。

吉田ヨシノブ （丸山写真館）＝撮影　武藤英夫（本誌）＝取材・文 

東北中央病院が掲げる「心温かい信頼の医療」という基本理念のもとに
診療を行う糖尿病内科を率いる岡村將史先生に、
患者さんとのコミュニケーションのあり方についてお聞きしました。

分
か
り
や
す
い
説
明
の
た
め
に

医
師
も
勉
強
を

　
東
北
中
央
病
院
で
糖
尿
病
内
科
部

長
を
務
め
る
岡
村
將
史
先
生
。「
診

療
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
患

者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
生
活
習
慣
病
の
診
察
で
は
、

患
者
さ
ん
の
趣
味
や
家
族
な
ど
の
生

活
背
景
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
も
必
要

で
す
。
会
話
内
容
も
カ
ル
テ
に
書
き

と
め
、
次
の
診
察
時
に
話
題
に
す
る

と
、『
先
生
は
話
を
き
ち
ん
と
聞
い

て
く
れ
て
い
る
』と
表
情
が
前
向
き

に
変
わ
る
の
が
分
か
り
ま
す
」。

　
患
者
の
状
態
を
よ
り
深
く
理
解
す

る
た
め
に
、患
者
自
身
が
血
糖
変
動

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
ー
で
き

る
測
定
器
の
導
入
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。効
果
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
に
は
、「
我
々

も
勉
強
し
て
理
解
を
深
め
、分
か
り

や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

か
な
く
て
は
」と
、医
師
自
ら
も
律

す
る
こ
と
の
重
要
性
も
語
り
ま
す
。

糖
尿
病
治
療
は
地
域
や

チ
ー
ム
と
の
連
携
あ
れ
ば
こ
そ

　
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ
る

と
、
い
わ
ゆ
る
糖
尿
病
有
病
者
と
予

備
群
の
合
計
は
約
2
0
0
0
万
人
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
糖
尿
病
関
連
の

医
療
費
は
1
兆
2
0
0
0
億
円
以
上

に
及
び
ま
す
。

　
岡
村
先
生
は
こ
の
現
状
に
、「
医

療
費
抑
制
の
た
め
に
も
透
析
患
者

を
減
ら
す
こ
と
は
肝
要
で
す
が
、
約

5
0
0
0
人
と
さ
れ
る
糖
尿
病
専
門

医
だ
け
の
対
応
で
は
事
実
上
不
可
能

な
状
況
で
、
各
種
医
療
機
関
と
の
連

携
は
必
須
で
す
」と
指
摘
。
同
院
で

も
地
域
医
療
連
携
を
進
め
て
お
り
、

軽
症
の
患
者
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診

療
し
、
複
数
の
合
併
症
を
も
つ
場
合

や
血
糖
管
理
が
困
難
な
ど
の
重
症
患

者
に
つ
い
て
は
、
同
院
で
対
処
す
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　「
開
業
医
の
先
生
方
と
も
手
分
け

し
て
地
域
全
体
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、

糖
尿
病
治
療
そ
の
も
の
が
成
立
し
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
協
力
関
係
を
大
事

に
し
た
い
で
す
」。

　
糖
尿
病
内
科
で
は
、
地
域
住
民
も

対
象
に
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
て
き

て
い
る
他
、
科
内
で
の
勉
強
会
な
ど

を
通
じ
、「
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
強
化

に
よ
る
チ
ー
ム
力
の
向
上
」に
も
努

め
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
み
な
ら

ず
、
地
域
の
医
療
機
関
や
チ
ー
ム
連

携
を
重
視
す
る
岡
村
先
生
の
取
り
組

み
の
軸
は
一
貫
し
て“
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
”に
あ
り
ま
す
。
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